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公園の利用イメージをふくらませ、 計画の

骨格や、 どこにどのような施設を配置する

かなどについて意見を出し合いました。
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テーマ ： 黒津崎公園の方向性を考えよう！

開会あいさつ、 運営メンバー紹介

ワーク①（利用イメージの検討）

務局の山下主幹の司会で開会しました。 伊藤課

長からの開会あいさつの後、 ワークショップの進

行を、 計画の策定事業者である西日本コンサルタント

株式会社の德永氏に引き継ぎました。

大分大学名誉教授の佐藤先生のあいさつでは、 生物多

様性など子ども達の科学の目を公園の中で育てること

も大事なこと、 自分の意見だけでなく他者からの視点

を想像することも大事なこと等をお話頂きました。
山下 主幹 德永 氏 佐藤 先生伊藤 課長

内容説明、 前回の振り返り

自己紹介

らかじめ、 分かれて着

席していた各班の中で、

自己紹介しました。 「わたしは

最 近、○○に は ま っ て い ま

す。」 というテーマで、 あらか

じめ名札に書いてもらい、 自

己紹介の時にその内容につい

て説明して頂きました。

皆さん、 重複する項目が少な

く、 様々なものにはまってお

られ、 個性豊かな参加者の皆

様に集まって頂きました。

用イメージの検討として、 遊具の事例 （動画） や、 前回の意見をもとに集約した３つのイメージの中で様々な

利用シーンを写真や文章で提示して、 それらに対して意見を出して頂きました。
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回進める内容やスケジュール等について説明後、

前回意見の整理や講評などを振り返りました。

前回の意見について、大きく 「自然や歴史の活用イメー

ジ」、「遊具や運動施設イメージ」、「各種施設のイメージ」

の３つに集約して整理したことを説明しました。

前回の佐藤先生からの講評について、 ゾーニングやダ

イバーシティ （多様性） が重要で、 大きくは改変しない

が、 自然と歴史と人工物がバランスよくゾーニングの

中で連携することが重要なこと、 高い木の間を三次元

的にめぐる立体遊歩道のアイデア等を再確認しました。

また、 現況図面としての平面図や断面図を簡単に説明

して、 ワークの中で活用してもらうこととしました。

今

様々な世代が安心して利用できる公園
ゾーニング計画へ展開

自然や歴史等の立地を活かした公園
①自然や歴史の活用イメージ

子どもからお年寄りまで運動できる公園
②遊具や運動施設イメージ

便利で活気のある雰囲気の良い公園
③各種施設のイメージ

安全に利用でき楽しみが広がる公園
設計上の配慮、外部との調整

空中回廊事例
“松川村ホームページ”

空中回廊事例
“松川村ホームページ”

自然の
豊かさ

歴史

人工物

豊後水道の典型的な植生を活かす
（椎、黒松、赤松、クスノキ、ツバキ、
　桜（植樹）、ヤマモモなど）

高いところ（2～ 4m）の木の間を
三次元的にめぐる立体遊歩道

守る所と
開発する所の
ゾーニング

ダイバーシティ
（多様性）

大きくは
改変しない

※佐藤先生講評より要旨を整理

色んなものが
見える！

第１回ワークショップ意見の整理と方向性

・ 歴史
・ ドライブ
・ 美しい砂浜

・ 農業
・ 野菜づくり
・ 料理
・ 魚を捌く事
・ ヨーグルト
・ 焼酎 （とっぱい）

・ 家族
・ 孫

・ 少年野球 ×3
・ バレーボール
・ ポンプ操法
・ 筋トレ
・ サウナ

・ 動画
・ 将棋

自然や歴史の活用イメージ 遊具や運動施設イメージ 各種施設のイメージ
・ 木陰の利用

・ 木の下に多くのベンチ

・ 公園と海のつながり

・ 古墳の説明ボード

・ 保つためのシステム （仕組みづく

り） （ゴミ対策、 古墳説明、 ボラ

ンティアガイド）

・ ハマボウフウの保存も考えて

・ 海が見えることをコンセプトに入

れる

・ 混み合うことのないような公園内で流れ

があると楽しい

・ 安心して遊べる遊具 （事故リスクに対す

るマネジメント）

・ エリア分け

・ 大きすぎる遊具は混乱する （トイレなど）

・ 地形を生かした長いスベリ台

・ 周囲は芝よりゴムエリア

・ 休憩場所 （木） の多用

・ 広いトイレ

・ 広い駐車場

・ 水場 （足洗い場）

・ 人工物はできる限り少なく

・ 施設それぞれの設置ポイントが

快適さをうむ！！！

・ ウミガメとの共生を

・ 空中回廊は、 防風林等の切れな

い木のエリアで作ると効果的かも

・ 回廊の中 （途中） に展望台や休

憩所があるとよい

・ 古墳は、 説明書書き等きれいに

整備して見やすく、 明るく

・ ベンチや写真を撮るスポットなど

の設置

・ どんな種類の植物があるか？案

内板

・全部欲しい （各種遊具、園路、芝生広場、

スポーツ施設等）

・ （ふわふわドーム） 大き目

・ 大型遊具はどんな形であれほしい

・ 遊べる遊具が多いほうが良い

・ 3on3 が出来るバスケットコートほしい

　中 ・ 高 ・ 大人向け

・ スタート地点と km の表示を園路に

・ （ランニングコース） 車イスでも 1 周出

来れば

・ 人を外から呼べる

・ 公園と海が行き来できたら！

・ 砂浜もきれいにしたい

・ 常に砂浜をきれいに保つには

どうする？

・ 高齢者用のウォーキングコース

・ 多世代で利用する

・ トイレの数多く、 多目的トイレ

も

・ トイレはきれいにしておいてほ

しい

・ トイレに JAZZ ！？

・ トイレ重要！！

・ 大人用、 ゾーン２、 散歩道、 ゆ

るやかな坂、 遊歩道

・ 歴史、 亀、 古墳等のスポット紹介

・ 古墳があるのは知っていたが詳し

くは知らないので、 もっとアピー

ル （掲示） してもよいと思う

・ 砂や海が見える浜の松林の間に

ベンチを設置　屋根付きもよい

・ 台場跡に幕末の大砲の模型を設

置してもらいたい。 記念写真の

ため。

・ 大分空港が近いということで、 た

くさん飛行機が見られるところが

よい

・ 砂浜にベンチを設置してほしい

・ スポット、 ベンチ、 飛行機が見え

る展望台の様な高台、 遊ぶ広場、

見る広場

・ 飛行機が見える場所、 展望台が

見える、 高台が見える

・ 景観がキレイなのでゴミ箱などあ

るとよい。 でも、 ゴミ箱からゴミ

があふれているのを見ると残念

な気持ちになる

・ 平らな芝と勾配のある芝があれば

・ 公園に花見が出来る木が欲しい　

春 ・ 秋

・ 用途毎に分ける　子 ・ 障がい ・ 大人 ・ 高

齢者

・ ダイバーシティ

・ ゾーン / 平地

・ 幼 ・ 低学年 - ふわふわ

・ 小高で運動広場

・ 3on3 ゾーン

・ こども園や保育園では遠足に行く場所が

少ない。 こども園などから距離も遠い

のでバスなどを出してほしい

・ ふわふわドームは欲しい

・ ふわふわ遊具は必要

・ 健康遊具が少しあると良い　散歩道に

・ 道具は小学生と園児などで分けて遊べ

るとよいが、 やはり一緒になるから危

ない。

・ 自転車 ・ オートバイ等の人達がすごせる

様に　自転車練習コース　ストライダー

コース

・ 自転車コース、 歩くコースなどを分けて

コースを作る

・ 車椅子の方も通れるようバリアフリーに

してほしい

・ タイタイ公園より大きな遊具

・ 歩道、 ウォーキングコースは幅 4m 以上

でバリアフリー

・ ベッド式トイレ

・ 時々、 1 人キャンプをしてい

る人がいるので、 街灯がもっ

と多いと安心できる

・ オートキャンプで電気を使える

ようにしてほしい

・ 雨の日に遊べるところがある

とよい

・ 国道よりにカフェ、 休けい所

を作る　ヴィラくにさきにも協

力してもらう

・ テナントできる場所を確保

・ テナント用の広場

・ 雨対応　キャンプができる　カ

フェ休憩　テナント



キャンプ施設
（再整備）
キャンプ施設
（再整備）

屋根付き
ステージ
屋根付き
ステージ

乳児の
広場
乳児の
広場

古墳フォレスト
エリア

古墳フォレスト
エリア

イベント広場
エリア

イベント広場
エリア

キッチンカー
のみち
キッチンカー
のみち

幼児の
広場
幼児の
広場

アクティブ
エリア
アクティブ
エリア

ふわふわドームふわふわドーム

みんなの原っぱ
エリア

みんなの原っぱ
エリア

トイレ
（改修）
トイレ
（改修）

センターエリアセンターエリア

バス停バス停

大型遊具大型遊具

アスレチックアスレチック

空中回廊空中回廊

保安林保安林

丘の上広場丘の上広場

213A-2

凡例（共通）凡例（共通）

管理車両 動線管理車両 動線
キッチンカー 動線キッチンカー 動線
人 動線人 動線

ーク１の発表では、 自然や歴史を大切にしつつも、 様々な人々のことを考慮した施設整備について、 各班と

もに様々な視点から意見をまとめて頂きました。ワ

ーク２では、 A 案 「海岸方面への軸線を強調した案」 と B 案 「内側に歩行者周遊空間を確保した案」 のそれ

ぞれに整備の強弱を加えた４つの構成案をもとに整備の方向性を話し合いました。 ワーク３では、 具体的な

整備内容について意見を頂きました。 今回は A 案への意見が多かったため、 A 案の図に意見を整理しました。

ワ

発表１ （ワーク①利用イメージの検討）

ワーク２ （方向性の検討）、 ワーク3 （図上に表現する）

まとめ、 講評、 閉会

佐藤 先生

伊藤 課長

発表２ （方向性の検討、 図上に表現する）

自然を中心としたコンセプトとしつつ、

建物も活用したい。 公園から海が見え

ることを大事にしたい。 ゴミ問題への対

処や安心して遊べる遊具 （リスクや管理

を考慮） の必要性。 トイレや休憩場所も

しっかり管理して進められると良い。

①班①班 ②班②班 ③班③班

海と公園の行き来がしやすく、 海や飛

行機が見えやすくする。 ウミガメとの共

生。 樹々がきれいなエリアに回廊をつく

り、 海を見えやすく歩きやすくする。 遊

具はシンボル的に大規模に整備する。

車イスでも周回できるような園路整備。

トイレを点在させつつ、 授乳室もあると

良い。 トイレにジャズを流すのも良い。

自然や歴史を紹介する掲示板や展望台、

遊具、 健康遊具等の整備。 ウォーキン

グコースは幅 4m 位広くとり、 車イスに

配慮する。 遊び場は安全のために年代

別に分ける。自転車やバイクの人たち（国

東に多い） が過ごせる場づくり。 肢体

不自由の方向けのベッド式トイレ、 カフェ

やテナント、 雨天でも遊べる場所、 キャ

ンプ施設 （テナントが管理） 等。

・ 道具はまとまっ

てある

・ 子どもを見守れ

る環境

・ トイレ分散設置

・ 休む場所は全部

に配置

・ テントを置いて

休む

・ 外灯が必要

　（夜歩く人の為）

・ ゴミ箱は必要？

・ 駐輪場が必要

・ 車いすで周回で

きる

・ BBQ が で き る

デイキャンプ場

・ 花見スペース確保

・ 遊歩道の整備

・ トイレを点在整備

・ ジップライン

１班 ：１班 ：

３班 ：３班 ：

２班 ：２班 ：

トイレ

トイレ

足洗い場

バスの発着が

駐車場で良い

キャンプ場

センターエリア

もっと小さめ

バス停

不要では

高低差を活か

したすべり台

色んな人が

歩けるコース

時計台や

シンボルタワー

キャッチボール

やサッカー等

トイレ
センターエリアに

休憩所、 トイレ、

ごみ箱、 自動販

売機、 カフェ、

AED など

大型遊具と

ふわふわドーム

アクティブエリアに

自転車の練習場、

バスケ、 テニス、

ドッグラン等

遊具近くに

ベンチや休憩所

屋根がある

ベンチを複数

ミスト等

海や飛行機が

良く見える所に

キャンプ施設、

水道、 電源

遊具等は

世代で分ける
中高生遊具は

アクティブエリア
古墳エリアを

活かす案が必要

トイレ改修は大事

センターエリアは

最小限 （人が増

えた場合のため）

休憩所

ーク②と③の発表では、 自然を活かしつつ積極的に整備するエリアを設けること、 保護者の目が子どもに届

くことを意識すること等の意見が共通して見られた他、 様々なアイデアが示されました。ワ

とめとして、 德永氏から、 皆様のご意見を踏まえて次回のたたき台を提示するにあたっ

ての考え方を大きく分けて３つ示されました。 １つ目は、 海などの自然環境をどのよう

に活かすかということで、 もっと広域的に視野を広げ、 山から海岸線に至る地形の特徴を踏

まえたレイアウトやゾーニングを検討することです。 ２つ目は、 子ども達へ保護者の目が届くこ

と等の管理面で、 街灯と遊具の配置やリスク管理も含めて検討することです。 ３つ目は、 墓地

や設備等の既存の土地利用の中で、 どのように計画と整合させるかです。 以上の点を踏まえ

ながら、 次回に向けて作業を進めます。

ま

評として、 佐藤先生から、 皆様から肝心なことは意見にほぼ出ていること。 中心に古墳

があることで難しい面もあるが、 逆に大きな特徴になり得ること。 海岸への軸線と歩行

者の周遊性の確保は両方大事であること。 ゾーン毎に整備の強弱をつけること。 この地域の

豊かな植生を子ども達が学ぶなど、 体力だけでなく知力も育てる場にしたいこと （例 ： 植物

の名前の札をつけて自然への興味を持つ入口にする等）。 空中回廊で光合成を行う葉っぱを近

くで見ることができるようにするなど、 周遊空間を空中に設けること。 さらに、 周遊空間を海

側にまで出して海への開けた眺望を確保すること等のアドバイスを頂きました。

講

会あいさつとして、 伊藤課長から、 今回の整備は 「海」 が重要で、 黒津がなぜ 「津」

であるかということを考える必要があること。 黒津崎の砲台跡と考えられる場所は木を

伐採すると非常に眺望が良いと考えられること。 この場所が半島の最も東に位置していること

が 「国東」 の地名の由来となっていること等を踏まえながら検討を進めることをお伝えした後、

次回１２月１０日 （日） への参加を皆様にお願いしました。

参加者アンケートでは、 比較的意見を出せた人が多く、 他の参加者の様々な意見を聞けたこ

とが良かったと回答された方も何名かおられました。

閉

自然を生かす。 競技用の自転車やソロ

キャンプの方々も対象としたキャンプ場

など、 海側は自然を活かす。

真ん中のエリアは子どもが遊ぶゾーンと

して、 小さい子のエリアと大きい子のエ

リアの間に保護者の休憩所を配置する。

国道側は、 駐車場の中でバスは発着し

てセンターエリアも小さくして、 休憩場

所を広げる。 これらのゾーニングの中で

高い位置の遊歩道等を整備する。 現在

のお墓付近に時計台やシンボルタワーな

どランドマークとなる施設を整備する。

駐車場付近の高低差を活かした様々な

すべり台を整備する。

①班①班 ②班②班 ③班③班

整備を強めとする。 街灯が必要。 保護

者の目が子どもに届く配慮が必要なの

で、 フォレストエリアの一部を削る等、

ゾーニングを工夫する。 子どもだけでも

大丈夫な中高生向けの 3on3 やスケ

ボー等の広場を現在のアクティブエリア

に整備する。 敷地の中心にある古墳フォ

レストエリアは、 いいアイデアは出なかっ

たが、 古墳を残しつつ有効に活用する

方法を考える必要がある。

みんなの原っぱエリアに大型遊具とふわ

ふわドームを整備する （保護者の目を考

慮）。 アクティブエリアにバスケ、 自転

車の練習場、 ドッグランを配置する。 ト

イレを複数配置する （駐車場、 遊具、

ステージ付近等）。 センターエリアは、

休憩所、 トイレ、 ゴミ箱、 自動販売機、

カフェ、 AED などを設置する。 キャン

プ場を整備する場合は、 水道や電源が

あると良い。 イベント広場のステージに

屋根をつける。 イベントが無いときは、

イベント広場で野球のキャッチボールや

サッカーボールで遊ぶ等、 有効利用す

る。

N

德永氏


